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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 
平成29年度
第１四半期連結
累計期間

平成30年度
第１四半期連結
累計期間

平成29年度

 

(自平成29年
４月１日
至平成29年
６月30日)

(自平成30年
４月１日
至平成30年
６月30日)

(自平成29年
４月１日
至平成30年
３月31日)

経常収益 百万円 3,877 3,896 13,670

経常利益 百万円 1,316 1,380 3,864

親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 937 980 ―

親会社株主に帰属する
当期純利益

百万円 ― ― 2,690

四半期包括利益 百万円 1,412 729 ―

包括利益 百万円 ― ― 3,323

純資産額 百万円 45,245 47,765 47,095

総資産額 百万円 672,708 692,503 680,803

１株当たり四半期純利益 円 39.05 40.83 ―

１株当たり当期純利益 円 ― ― 112.11

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 ― ― ―

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 ― ― ―

自己資本比率 ％ 6.72 6.89 6.91
 

(注) １.  当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式がありませんので記載しておりません。

３. 自己資本比率は、（四半期）期末純資産の部合計を（四半期）期末資産の部の合計で除して算出しており

ます。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当行及び当行の関係会社が営む事業の内容については、重要な変更はありま

せん。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の記載における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものである。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、トランプ政権の動向や北朝鮮情勢等、地政学的リスクへの懸

念があったものの、政府による経済政策や海外経済の回復等を背景に、企業収益や雇用環境が改善するなど、全般

的に緩やかな回復基調で推移しました。また、当行の主要な営業エリアである静岡県・神奈川県の地域経済におき

ましても、景況感に一部弱さが見られるものの、緩やかな回復基調が続いております。

このような状況下、当行は、2018年４月より、第12次中期経営計画『進化Ⅱ』をスタートし、行動指針「Change

（改革）＆Challenge（挑戦）」のもと、基本方針の柱である「お客様中心主義」を進化させ、あらゆる場面でお

客様との接点を深め、細部に亘るマーケティングを実践し、地域の皆さまやお客様のニーズに合った商品・サービ

スの提供、諸施策の推進に努めてまいりました。その結果、着実にお客様が増加し、次のような成果を収めること

ができました。

預金につきましては、地域振興を目的とした地元商店街等との連携による「お買い物券付定期預金」や、年金関

連定期預金「バースデー」等の年金関連サービスを中心に、お客様のニーズに合った商品・サービスの提供に努

め、積極的な営業活動を展開してまいりました。その結果、当第１四半期連結累計期間末の預金残高は前連結会計

年度末比134億62百万円2.2％増加の6,141億60百万円となりました。

貸出金につきましては、地域の企業や個人のお客様のニーズを、「訪問頻度管理」による定期的な顧客訪問に

よって把握し、「本業支援ヒアリングシート」活用による事業性評価向上に努めてきました。特に製造業、医療介

護分野などの資金ニーズを中心に、「地域力創生ファンド」等による成長基盤強化支援を実施・展開してまいりま

した。その結果、当第１四半期連結累計期間末の貸出金残高は前連結会計年度末比28億92百万円0.5％増加の4,970

億74百万円となり、うち中小企業等向け貸出金は前連結会計年度末比26億97百万円0.5％増加の4,613億29百万円、

貸出金に占める中小企業等向け貸出金比率は92.8％となりました。

 当第１四半期連結累計期間の経営成績は、経常収益は前年同期比18百万円0.4％増収の38億96百万円、経常費用

は前年同期比45百万円1.7％減少の25億15百万円となりました。その結果、経常利益は前年同期比64百万円4.8％増

益の13億80百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比42百万円4.5％増益の９億80百万円と

なりました。
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国内業務部門・国際業務部門別収支

（経営成績説明）国内業務部門では、資金運用収支26億21百万円、役務取引等収支は△43百万円、その他業務収支

は１億33百万円となりました。国際業務部門では、資金運用収支は５百万円となりました。

       相殺消去後は,資金運用収支26億９百万円、役務取引等収支は△43百万円、その他業務収支は１億33百万円と

なりました。

 

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第１四半期連結累計期間 2,534 3 △1 2,537

当第１四半期連結累計期間 2,621 5 △17 2,609

  うち資金運用収益
前第１四半期連結累計期間 2,665 3 △1 2,668

当第１四半期連結累計期間 2,744 5 △17 2,732

  うち資金調達費用
前第１四半期連結累計期間 130 ― △0 130

当第１四半期連結累計期間 122 ― △0 122

役務取引等収支
前第１四半期連結累計期間 △32 ― ― △32

当第１四半期連結累計期間 △43 ― ― △43

  うち役務取引等
  収益

前第１四半期連結累計期間 303 ― △41 262

当第１四半期連結累計期間 323 ― △42 280

  うち役務取引等
  費用

前第１四半期連結累計期間 335 ― △41 294

当第１四半期連結累計期間 367 ― △42 324

その他業務収支
前第１四半期連結累計期間 121 ― ― 121

当第１四半期連結累計期間 133 ― ― 133

  うちその他業務
  収益

前第１四半期連結累計期間 121 ― ― 121

当第１四半期連結累計期間 133 ― ― 133

  うちその他業務
  費用

前第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第１四半期連結累計期間 ― ― ― ―
 

(注)  １.  当行に海外店はございませんので、国内業務部門・国際業務部門別に記載しております。

２.  「相殺消去額（△）」は連結会社間の取引等の相殺消去額であります。
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国内業務部門・国際業務部門別役務取引の状況

（経営成績説明）役務取引等収益は、相殺消去後２億80百万円となりました。役務取引等費用は、相殺消去後３億

24百万円となりました。

 

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第１四半期連結累計期間 303 ― △41 262

当第１四半期連結累計期間 323 ― △42 280

  うち預金・貸出
  業務

前第１四半期連結累計期間 61 ― ― 61

当第１四半期連結累計期間 72 ― ― 72

  うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 94 ― △0 94

当第１四半期連結累計期間 91 ― △0 91

  うち証券関連業務
前第１四半期連結累計期間 1 ― ― 1

当第１四半期連結累計期間 1 ― ― 1

  うち代理業務
前第１四半期連結累計期間 0 ― ― 0

当第１四半期連結累計期間 1 ― ― 1

  うち保証業務
前第１四半期連結累計期間 64 ― △39 24

当第１四半期連結累計期間 67 ― △41 26

役務取引等費用
前第１四半期連結累計期間 335 ― △41 294

当第１四半期連結累計期間 367 ― △42 324

  うち為替業務
前第１四半期連結累計期間 36 ― △0 36

当第１四半期連結累計期間 36 ― △0 36
 

(注)   「相殺消去額（△）」は連結会社間の取引等の相殺消去額であります。
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国内業務部門・国際業務部門別預金残高の状況

○  預金の種類別残高(末残)

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第１四半期連結会計期間 590,344 ― △1,013 589,331

当第１四半期連結会計期間 615,371 ― △1,210 614,160

  うち流動性預金
前第１四半期連結会計期間 244,099 ― △660 243,438

当第１四半期連結会計期間 267,721 ― △857 266,864

  うち定期性預金
前第１四半期連結会計期間 344,895 ― △353 344,542

当第１四半期連結会計期間 346,361 ― △353 346,008

  うちその他
前第１四半期連結会計期間 1,349 ― ― 1,349

当第１四半期連結会計期間 1,287 ― ― 1,287

総合計
前第１四半期連結会計期間 590,344 ― △1,013 589,331

当第１四半期連結会計期間 615,371 ― △1,210 614,160
 

(注) １．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金

３．「相殺消去額（△）」は連結会社間の取引等の相殺消去額であります。
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貸出金残高の状況

○ 業種別貸出状況(末残・構成比)

 

業種別 前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

482,154 100.00 497,074 100.00

  製造業 55,708 11.55 57,090 11.49

  農業，林業 76 0.02 130 0.03

  漁業 35 0.01 73 0.01

  鉱業，採石業，砂利採取業 56 0.01 45 0.01

  建設業 30,478 6.32 32,176 6.47

  電気・ガス・熱供給・水道業 1,832 0.38 2,124 0.43

  情報通信業 1,761 0.37 1,463 0.29

  運輸業，郵便業 9,883 2.05 10,612 2.14

  卸売業，小売業 34,910 7.24 34,561 6.95

  金融業，保険業 9,281 1.92 10,612 2.14

  不動産業 17,144 3.56 20,958 4.22

  不動産賃貸管理業 24,918 5.17 25,807 5.19

  物品賃貸業 4,575 0.95 4,630 0.93

  各種サービス業 62,409 12.94 60,755 12.22

  地方公共団体 1,748 0.36 1,595 0.32

  個人による貸家業 70,976 14.72 70,107 14.10

  その他 156,356 32.43 164,327 33.06

合計 482,154 ― 497,074 ―
 

 

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題、研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において当行グループ（当行及び連結子会社）が対処すべき課題について、重要な変

更はありません。また、研究開発活動についても該当事項はありません。

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,000,000

計 96,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,000,000 24,000,000 該当ありません
単元株制度を採用しておりま
せん。

計 24,000,000 24,000,000 ― ―
 

(注)  当行の株式を譲渡するには、取締役会の承認が必要となります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

― 24,000 ― 2,000 ― 0
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    平成30年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式
(自己株式等)

― ― ―

議決権制限株式
(その他)

― ― ―

完全議決権株式
(自己株式等)

― ― ―

完全議決権株式
(その他)

普通株式 24,000,000 24,000,000 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数  24,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 24,000,000 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

   前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社静岡中央銀行(E03648)

四半期報告書

 9/20



第４ 【経理の状況】

 

１.   当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」

(昭和57年大蔵省令第10号)に準拠しております。

 

２.  当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(自平成30年４月１日  至平

成30年６月30日)及び第１四半期連結累計期間(自平成30年４月１日  至平成30年６月30日)に係る四半期連結財務諸表

について、東陽監査法人の四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

 現金預け金 33,859 48,226

 金銭の信託 926 965

 有価証券 141,713 134,174

 貸出金 ※1  494,182 ※1  497,074

 その他資産 1,533 4,077

 有形固定資産 8,515 8,462

 無形固定資産 1,092 965

 退職給付に係る資産 60 60

 繰延税金資産 72 62

 支払承諾見返 738 187

 貸倒引当金 △1,891 △1,752

 資産の部合計 680,803 692,503

負債の部   

 預金 600,698 614,160

 借用金 25,967 23,884

 その他負債 3,036 3,564

 賞与引当金 390 203

 役員賞与引当金 42 -

 退職給付に係る負債 383 372

 役員退職慰労引当金 519 474

 睡眠預金払戻損失引当金 19 19

 偶発損失引当金 322 255

 繰延税金負債 222 246

 再評価に係る繰延税金負債 1,368 1,368

 支払承諾 738 187

 負債の部合計 633,708 644,737

純資産の部   

 資本金 2,000 2,000

 資本剰余金 0 0

 利益剰余金 37,997 38,917

 株主資本合計 39,998 40,918

 その他有価証券評価差額金 4,012 3,758

 土地再評価差額金 3,146 3,146

 退職給付に係る調整累計額 △61 △58

 その他の包括利益累計額合計 7,097 6,847

 純資産の部合計 47,095 47,765

負債及び純資産の部合計 680,803 692,503
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

経常収益 3,877 3,896

 資金運用収益 2,668 2,732

  （うち貸出金利息） 1,972 1,956

  （うち有価証券利息配当金） 692 771

 役務取引等収益 262 280

 その他業務収益 121 133

 その他経常収益 ※1  824 ※1  749

経常費用 2,561 2,515

 資金調達費用 130 122

  （うち預金利息） 130 122

 役務取引等費用 294 324

 営業経費 1,986 1,980

 その他経常費用 ※2  149 87

経常利益 1,316 1,380

特別損失 0 0

 固定資産処分損 0 0

税金等調整前四半期純利益 1,315 1,380

法人税、住民税及び事業税 134 258

法人税等調整額 243 142

法人税等合計 378 400

四半期純利益 937 980

親会社株主に帰属する四半期純利益 937 980
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 937 980

その他の包括利益 475 △250

 その他有価証券評価差額金 475 △253

 退職給付に係る調整額 0 3

四半期包括利益 1,412 729

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,412 729
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

破綻先債権額 462百万円 400百万円

延滞債権額 6,516百万円 5,963百万円

３ヵ月以上延滞債権額 0百万円 21百万円

貸出条件緩和債権額 200百万円 199百万円

合計額 7,180百万円 6,585百万円
 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１  その他経常収益には、次のものを含んでおります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

偶発損失引当金戻入益 77百万円 66百万円

貸倒引当金戻入益 ―百万円 21百万円

特定債務者支援引当金戻入益 200百万円 ―百万円

償却債権取立益 0百万円 0百万円

株式等売却益 537百万円 647百万円
 

 

※２  その他経常費用には、次のものを含んでおります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

貸倒引当金繰入額 17百万円 ―百万円
 

 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 212百万円 208百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自平成29年４月１日 至平成29年６月30日)

 

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たりの
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 60 2.5 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自平成30年４月１日 至平成30年６月30日)

 

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たりの
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 60 2.5 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

      当行グループは、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 
(金融商品関係)

    四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないため記

載を省略しております。
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(有価証券関係)

※１ 企業集団の事業の運営において重要なものである有価証券の時価等に関する事項は、次のとおりであります。

 

１．満期保有目的の債券

前連結会計年度(平成30年３月31日)

 
連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価（百万円） 差額(百万円)

国債 803 833 29

合計 803 833 29
 

 

当第１四半期連結会計期間(平成30年６月30日)

 
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価（百万円） 差額(百万円)

国債 803 831 27

合計 803 831 27
 

 

２．その他有価証券

前連結会計年度(平成30年３月31日)

 取得原価(百万円)
連結貸借対照表
計上額(百万円)

差額(百万円)

株式 20,039 25,368 5,329

債券 80,710 81,383 673

  国債 39,834 40,329 494

  地方債 18,124 18,209 85

  社債 22,750 22,844 93

その他 33,324 33,053 △270

合計 134,073 139,805 5,732
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当第１四半期連結会計期間(平成30年６月30日)

 取得原価(百万円)
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

差額(百万円)

株式 21,056 25,977 4,921

債券 72,049 72,651 601

  国債 30,739 31,150 410

  地方債 18,362 18,463 100

  社債 22,947 23,037 90

その他 33,830 33,638 △192

合計 126,936 132,266 5,330
 

(注)  その他有価証券のうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価ま

で回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって四半期連結貸借対照表計上額

（連結貸借対照表計上額）とするとともに、評価差額を当第１四半期連結累計期間（連結会計年度）の損失

として処理（以下、「減損処理」という。）しております。

前連結会計年度における減損処理額はありません。

当第１四半期連結累計期間における減損処理額はありません。

  また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、時価の下落率が簿価の50％以上である場合は、

時価が「著しく下落した」ときに該当することとして減損処理を行っております。また、時価の下落率が簿価の

30％以上50％未満である場合は回復可能性の判定を行い、減損処理を行っています。

 

 

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益 円 39.05 40.83

(算定上の基礎)    

 親会社株主に帰属する
 四半期純利益

百万円 937 980

  普通株主に帰属しない
  金額

百万円 ― ―

 普通株式に係る
 親会社株主に帰属する
 四半期純利益

百万円 937 980

  普通株式の期中平均
株式数

千株 24,000 24,000
 

(注) なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないので記載しておりませ

ん。

 

 

(重要な後発事象)

     該当事項はありません。

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月１日

株式会社静岡中央銀行

取締役会  御中

東陽監査法人
 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 恩   田   正   博 ㊞

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴　　木　　裕　　子 ㊞

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 後　　藤　　秀　　洋 ㊞

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社静岡中

央銀行の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日か

ら平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務者表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社静岡中央銀行及び連結子会社の平成30年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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